
京丹後市都市拠点等の在り方検討会議 会議録 

 

１ 会議名 第３回京丹後市都市拠点等の在り方検討会議 

２ 開催日時 令和４年１月２１日(金) 午後１時３０～午後４時００分 

３ 開催場所 京丹後市役所２階 ２０１・２０２・２０３会議室 

４ 出席者氏名 

(１) 委員 

   藤井美枝子、堀井眞、今井みどり、味田佳子、田中智子、山﨑高雄、嶋田健一郎、大庭

哲治、水嶋式行 

(２) 事務局 

  建設部長 吉岡浩司 

建設部都市計画・建築住宅課 課長 中川正明、同課 課長補佐兼係長 井上浩一 

  市長公室長 川口誠彦 

  同政策企画課 課長 松本晃治、同課 課長補佐 大江敦博 

５ 内容 

拠点の在り方(中間報告)について 

６ 公開又は非公開の別 公開 

７ 傍聴者 ２人 

８ 議題 

 (１) 拠点の在り方(中間報告)について 

 (２) その他 

(開会) 

委員長 

挨拶 

第２回の会議では、しんざん小学校隣接エリアの構想について、検討する

範囲、構想の目標、土地利用の方針について、委員皆様からいろいろな観

点で御意見をいただきました。 

今回は、前回までの議論をふまえ、本年度の中間報告としてしんざん小学

校隣接エリアの公共施設整備構想についてまとめていきたいと考えてい

ます。 

 (事務局から資料に基づき説明) 

ア 拠点の在り方(中間報告)について…資料１ 

(質疑応答及び意見) 

委員 文化芸術振興審議会の議論の進捗はどうなっていますか。 

事務局 文化芸術振興というソフト面の検討が主目的であり、施設といったハー

ド面の検討はまだ、検討中と聞いています。 



委員 現在、２回審議会が行われました。施設についての検討まで到達していま

せんが、心豊かな生活を送るためには、文化芸術の振興が重要であり、都

市拠点にそのような機能を持った施設を盛り込んで欲しい気持ちはあり

ます。 

委員 「はじめに」に総合計画に関する記載があります。未来人材の育成につい

ては、総合計画の重点プロジェクトの「はぐくむ」が関連しています。都

市拠点の整備については、ハード面の整備のため、バリアフリーや多様

性、心の豊かさを平等に分かち合うという視点から「ささえる」の要素も

含めていただきたいと思います。 

委員長 昨今、インクルーシブという言葉が使われるようになってきています。そ

のような視点も盛り込むことも可能であれば、調整させていただきます。 

委員 ４ページの(１)整備する機能の「福祉」に、「総合相談窓口受付」とあり

ますが、市役所にそういった機能があれば良いです。 

事務局 まちづくりグランドデザイン推進事業のうち、庁舎増築棟整備基本計画

の検討会議が同時進行しています。そちらの議論の中で窓口機能の一本

化という意見が出ています。市民サービスがより良くなるように意見を

集約してまいります。 

委員 障がいを持った人の親なき後、生活できる入所施設が欲しいです。 

委員長 しんざん小学校の隣接地に障がい施設を機能として含めるということで

すか。 

委員 ここでなくても市の遊休施設の活用でもよいです。また、カフェでは、障

がいを持った人が運営に携われるような工夫が欲しいです。 

事務局 運営を検討する段階で検討させていただきます。 

委員 生涯学習の中に、キッチンの機能があれば良いです。 

事務局 機能に含めさせていただきます。 

委員 (２)整備にあたっての留意事項において、施設全体の機能について使用場

面をイメージし、誰もが使いやすい施設になってほしいです。例えば、車

いす駐車スペースに屋根を設け、雨の日でも濡れずに乗降車できること

や授乳室は父親でも入りやすい配置にしたり、施設内は多言語表記にす

るといったことです。再生可能エネルギーの活用もお願いしたいです。断

熱や省エネをデザインによって、より効果的なものにしてほしいです。 

事務局 留意事項に追加させていただきます。 

委員 (１)整備する機能に子育て支援団体活動スペースとありますが、どのくら

いの団体数でどういった活動をされるのかは確認しておいた方がよいと

思います。 

委員 図書館協議会からの答申にも「市民にとって居心地のよい、憩いの場・居

場所としてゆっくりと過ごすことができる空間となるよう工夫し、利用



者が休憩できるスペースも整備すること」とあるので、核となるものが蔵

書貸出だけでなく、読み聞かせ室や自習室も核となるものとしてほしい

です。 

事務局 読み聞かせ室や自習室については、一体として検討していきます。また、

利用者が休憩するスペースは、共通する分野で整理します。 

委員 自習室は必ずあった方が良いと思います。また、分野を兼ねたスペースの

組み立てができると思います。 

最近、大学生のフィールドワークで市と協力している場面がありますが、

発表する場がないように感じます。ギャラリー等の機能と合わせて発表

ができる場もできたら良いなと思います。 

委員 市民ホールは、小さな団体が発表会をできるようなスペースを作ってほ

しいと思います。 

委員 他世代間交流が生まれるような運営についても留意事項に付け足してお

いてはどうでしょうか。 

事務局 他世代間の交流や未来人材づくりの場といった表現を留意事項に追加さ

せていただきます。 

〇検討結果 

 ・１ページ「はじめに」に総合計画重点プロジェクトの「ささえる」の要素を含める。 

 ・４ページ「公共施設等の整備方針」、整備する機能にキッチン機能を含める。 

 ・４ページ「公共施設等の整備方針」、整備する機能の優先度は、委員長と事務局で調整する。 

(閉会) 

副委員長 

挨拶 

次回は、いよいよ、来年度検討する都市拠点全体の在り方について、ど

のように検討を進めるかを、議論していく回でございます。今回、取り

まとめました公共施設整備構想も踏まえ、未来の都市拠点をどう展望し

ていくのか、目標や進め方について、楽しく議論できればと思っていま

す。 

 


